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あとがき 

 最近、脳死及び臓器移植、性別生み分け問題等、医の倫理問題が盛んに論じられている。更に動物

実験に於ける動物の生存権等医学的分野に於ける厄介な問題が山積しており、21世紀に向け、より人

間性と叡智が望まれるところである。 

 さて、第17 回本学会に於いて動物基礎実験報告に比して臨床例の増加傾向があり、本学会の基礎

実験に基づく臨床への応用に浸透しつつある傾向がみられる。特に、特別講演として、平塚先生の小腸

粘膜の形態的変化とその吸収能力の関係について、基礎及び臨床の応用面へとの永年の研究業績の

玉稿を頂きました。更に、シンポジウムとして「炎症性腸疾患」に於ける病態像、消化吸収機能、その診

断及び治療、栄養管理等々の全般に互る討議についての記述は、会員諸兄姉の臨床面に大変有益と

思われます。今後、益々消化吸収の機序、各種腸疾患の病態及び治療等の研究の進歩を念じ、諸兄

姉の御活躍と本学会の隆盛をお祈り致します。 

川島 祐 

 


